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研究成果の概要（和文）： 

 マイクロ波治療器などの医療機器が発する電磁界を明らかにするとともに、医療機器使
用環境としての電源と接地が不適切な場合に起こり得る現象を明らかにした。同時に電磁
界の測定により医療機器の使用状況と使用電源の接地の状態を把握する機器を試作した。
また医療現場においても無線 LAN を安全に使用可能であることを示し、その導入手順の
草案を作成した。この他、医療現場の電磁環境改善を実施した。電磁界伝搬シミュレーシ
ョンの精度向上を図った。 
研究成果の概要（英文）： 

We have clarified the electromagnetic field which medical equipment, such as a 
microwave treatment machine, emits. Also, the phenomenon which may happen when 
the power supply and grounding as medical equipment environment are inappropriate 
was clarified. The apparatus which grasps the use situation of medical equipment and 
the state of grounding of a use power supply by measuring electromagnetic field 
simultaneously was made as an experiment. In addition, it was shown that wireless 
LAN can be safely used also at the medical situation, and the draft of the introductory 
procedure was drawn up. Precision improvement of the electromagnetic field 
propagation simulation was carried out. 
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１．研究開始当初の背景 

 この 15 年近い間、携帯電話による医療機
器の誤動作問題が注目されてきたこともあ
り、今もって「医療電磁環境問題」は即ち「放
射電磁界に関する問題」という捉え方をされ
る場合が多い。しかし既に我々は建築施工方

法や電気配線・接地方法などの要因により静
磁場・交流磁場が残存もしくは発生すること、
供給電力への重畳ノイズや不完全接地によ
り電源電圧が変動することを明らかにして
きた。これは医療機関のみならず一般家庭で
も同様に起こりえる問題である。 
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 また、音声・データの両面で無線を活用し
た通信が医療機関においても既に導入され
つつある。10 年以上前から導入されているテ
レメータや PHS 利用ナースコールに留まら
ず、近年は医療情報システムにおける無線
LAN の導入や、音声コミュニケーションを目
的とした看護師以外の医療職への PHS 導入
などが拡がりつつある。一方、在宅医療や福
祉施設においては、無線通信が先に導入され
ている環境に医療機器が持ち込まれるケー
スが今後増えていくものと考えられる。無線
通信の無秩序な利用は医療機器に影響を及
ぼし、逆に医療機器が発する放射電磁界が無
線通信に影響を及ぼす可能性がある。 

 

２．研究の目的 

本研究は医療機関と福祉施設のみならず、

近年推進されつつある在宅医療における電

磁環境を総合的に検討し、また近年導入が進

む無線通信との両立を図ることで、安全かつ

効率的な医療の遂行を可能とすることを目

的とする。具体的目標は次の項目である。 

(1)  一般家庭など広範囲での利用が進みつつ

ある医療機器について、安全な使用環境

を構築することで医療の質・安全性・信

頼性を高めること 

(2)  在宅医療が行われる一般家庭や福祉施設

など、JISの医療電源関連規格の対象外と

なっている場所における医療機器の安全

な使用環境について検討し、提言を行う

こと 

(3)  無線通信の安全な導入方法を確立するこ

とによって医療の効率を高め、また患者

の生活の質を向上させること 
具体的には次の通りである。 

1.に関しては、安全管理という立場から医

療電磁環境を捉えた場合、図のように、放射

電磁界・静磁界・電源変動（電源ノイズ）の

みならず雷（サージ）と接地（アース）に関

する問題も避けて通れない重要な問題であ

る。これらの医療機器の動作に悪影響を与え

る要因についてそれぞれに実態を探ると共

に、対策とその実施手順の私案をまとめるこ

とを目標とする。 

 
2.に関しては、電気によって駆動する医療

機器もしくは福祉機器が多く導入されつつ

あることから、病院の電気設備について規定

した JIS 規格(T 1021 及び T 1022)準用の可能

性を視野に、一般家庭や福祉施設における電

磁環境を調査すると共に、あるべき姿につい

て提言をまとめることを目標とする。また、

医療機器・福祉機器間相互の電磁干渉につい

ても調査を行う。 

3.に関しては、既に対象としてきた移動体

通信・無線通信・無線 LAN の使用などがも

たらす放射電磁界による効果と影響につい

て実環境においてさらに明らかにし、医療機

器との相互の影響に対する具体的対策を検

討・検証すると共に、放射電磁界の実環境に

おける分布シミュレーション方法を確立し、

医療の効率と安全性を高めるための安全な

無線通信の選択と導入・両立に向けた手順案

を作成し検証することを目標とする。 

 

３．研究の方法 

本研究は医療機関、福祉施設、在宅医療等

における電磁環境を総合的に検討し安全な

医療の遂行を可能とすることを目的とする。 

これらについて具体的には、安全な医療遂行

に必要な電磁環境の総合的な調査(放射電磁

界,電源重畳ノイズ及び接地品質)、電磁環境

シミュレーションの機能強化と実証試験、無

線通信の安全な導入方法の確立、という 3 点

について種々の実験や具体的な電磁環境の

改善、無線 LAN 電波伝播シミュレーション

等を行った。 

これらによる具体的目標は次のような事

柄である。 

(1)  広範囲での利用が進みつつある医療機器

の安全な使用環境構築により医療の質・

安全性・信頼性を高めること 

(2)  在宅医療が行われる一般家庭や福祉施設

など、JISの医療電源関連規格の対象外区

域における医療機器の安全な使用環境に

ついて検討し、提言を行うこと 

(3)  無線通信の安全な導入方法の確立によっ

て医療の効率を高め、また患者の生活の

質を向上させること 

 
４．研究成果 

 総括としては、目標のすべてを実施するこ

とはできなかった。これは研究体制として代

表研究者が所属する部署には他に教員や学

生等がおらず、ほぼ 1名で計画と遂行をせね

ばならなかったことがあげられる。しかし、

大きな目標であった無線通信の安全な導入

手順を示す第一歩を記すことができたこと

は、今後の医療においても安全に、かつ安心

して無線通信を利用できることを示すこと



 

 

ができたと考える。 

また電源を含む電磁環境については、さま

ざまな問題点の指摘を行った。その監視や改

善につながる開発や具体的な実施例を示す

ことができたと考える。 

なお未発表の成果があるので、平成 23 年

度に学会発表や論文としての発表を計画し

ている。 

 具体的分野別に得られた成果は以下の通

りである。 

 ○安全な医療遂行に必要な電磁環境の総合

的な調査： 放射電磁界 

医療機関の内外を問わず近年導入の動き

が著しい RF-ID タグ関連機器について、最

もよく用いられると考えられる規格が使用

する 13.56MHz 帯の電磁界が医療機器に影

響を与える可能性および、市販のマイクロ

波治療器が放射する電磁波により電磁界に

ついて調査し、出力を強めた際には医療機

器への影響がありえることを示した。（平成

20 年度） 

市販のマイクロ波治療器が放射する電磁

波により電磁界について調査し、出力を強

めた際には医療機器への影響がありえるこ

とを示した。また、人工呼吸器に取り付け

るタイプの加湿器が発する磁場を観測し、

医療機器に影響が出る恐れがある強さであ

る場合があることを示した。これらの結果

は国際学会において発表した。（平成 21 年

度） 

○安全な医療遂行に必要な電磁環境の総合的

な調査： 電源重畳ノイズ及び接地品質 

医療機関の電源設備に関する JIS規格(JIS 

T1022)の最新版を調査した上で、医用接地

の現状について調査すると共に、その品質

によって医療機器から電磁波が発せられる

ことを実験によって示した。(平成 20 年度） 

医療機関内で用いられる輸液ポンプやテ

レビ等の家電製品などにおける接地不良が

もたらす放射電磁界について測定し、その

結果をまとめて投稿していた論文が掲載さ

れると共に、国際学会でも発表した。(平成

21 年度) 

商用電源で動作する医療機器の動作状況

（電源が入っているか否か）、および動作時

は電源接地の状況について、それぞれを一

括して感知する機器について技術的検討を

行い、医療機器を改造することなく両方を

検知可能な機器を試作し試験した。動作は

良好であった。(平成 22 年度)  

○電磁環境シミュレーションの機能強化と実

証試験 

より実況に即した複数放射源による三次

元電磁界分布を対象として行うべく、プロ

グラムの改良を図ると共に、現場における

電波散乱の状況を把握すべく、コンクリー

ト製円柱に電磁波を照射してその周囲でど

のような電解が観測されるかを調査した。

この結果は来年度にまとめ、学会等におい

て発表の予定である。(平成 20 年度) 

より実況に即した複数放射源による三次

元電磁界分布を対象として行うべく、プロ

グラムの改良を図った。また RF-ID タグリ

ーダが発する電磁波を導波管により制御す

るシミュレーションを実施した。(平成 21

年度)  

既存プログラムに比べより実況に即した

電磁波シールド対策に関する３次元シミュ

レーションを行うべく、プログラムの改良

を図った。また、建築部材に電磁波を照射

した際の振舞いについて、平成 20 年度に実

施した調査をもとに、条件を変更して再度

実施した。これによりプログラム改良にむ

けた資料を得た。(平成 22 年度) 

○無線通信の安全な導入方法の確立 

平成22年度末に竣工した島根大学医学部

附属病院の新病棟を例として、具体的な建

築部材の情報を入手し、IEEE802.11 シリー

ズの無線 LAN システムについて電磁界伝

搬シミュレーションを用いて電波到達範囲

との関係を探ると共に、適切なアンテナ配

置について検討した。今後、実際に設置さ

れたアンテナからの電波到達状況を調査す

る予定である。 

上記の結果を踏まえ、医療現場に無線

LAN を安全に導入するための手順案の草稿

を作成し、日本生体医工学会の専門別研究

会において発表した。今後さらに精度を上

げるとともに網羅範囲を拡げる予定である。 
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